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例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会 長：大岩一仁  幹 事：夏目雅康  ＳＡＡ：大島嗣雄  会報委員長：太田 稔

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度第２９回  通算１１００回  平成２１年２月１７日（火） 晴 
ゲ ス ト      豊橋市長 佐原光一さん  豊川音楽協会理事長 辻田一成さん 
      米山奨学生 ヴァン君 
ビジター  （なし） 
出席報告  川渕啓治委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 2／3修正出席率 

５４名 ４４+５名 ３５名 ７１．４％ １００％ 

司会進行  大島嗣雄ＳＡＡ 

★会長の挨拶及び報告  大岩一仁会長 

皆さん、こんに

ちは。私事です

が、待ちに待っ

た初孫が生まれ

ました。これで

やっと皆様方と

肩を並べれるよ

うになりました。

孫の誕生で元気になりました。また、本日、

大沢パスト会長がお越しですが、フェニック

スの快勝が続いています。頑張っているフェ

ニックスを見てまた元気をもらいました。皆

さんで優勝できるように応援をしたいと思い

ます。 
先週の金曜日に春一番が日本列島に吹きま

した。九州ではここ 10年で最も早い観測だっ
たそうです。たしかに、今年の節分はとても

暖かく感じましたし、2 月に入って 3 月並の
気温が続いています。静岡では 2月に夏日を
観測したそうです。地球の温暖化を肌で感じ

ます。暖かくなってくると、やっかいなのが

花粉です。私も昨年から花粉症になり大変な

思いをしました。花粉症の人にはつらい季節

になりましたが、お互いに花粉対策をして乗

り切っていきましょう。 

今日の卓話の講師は、佐原豊橋市市長さん

です。大変ご多忙にも関わらず、我々のクラ

ブにお越し頂きありがとうございます。うち

のクラブの例会で、豊橋の市長さんが卓話を

されるのは、創立以来、初めての事だと思い

ます。佐原市長さんの卓話をたっぷり聞きた

いと思います。よろしくお願いします。 

★幹事報告     山城康司直前幹事 

ウィークリー：新城ＲＣ 
ロータリー手帳の注文について 

★委員会報告 

ほーほう子ども音楽祭協賛金の贈呈 
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★外部講師の卓話 

○講師の紹介 野中泰志プログラム委員 

 こんにちは。本日は、豊橋市長の佐原光一

様にお越しを頂きました。佐原市長は、昭和

28 年 11 月 10 日生まれ。豊橋市立栄小学校、
南部中学校、県立時習館高校、そして東京大

学工学部を卒業されて運輸省に入省されまし

た。数多くの功績があるのですが、中でも、

運輸省境港工事事務所長時代に、境港市の水

木しげるロードプロジェクトにご尽力されま

した。また専門知識を生かされて、日本最速

の新型フェリーの航路の開設にも取り組まれ

ておられます。パナマ共和国海運庁に就任さ

れた時には、パナマの 20年先を見通したグラ
ンドデザイン作成の指導にもされておられま

す。 
 今回なぜ、隣の豊橋市の市長様を講師にお

招きをしたかと申しますと、20年先のこの東
三河のグランドデザインについての想いも熱

く語って頂きたいと思いまして、大変ご多忙

野中、無理を申し上げてお越し頂きました。

それでは、ご静聴よろしくお願いします。 
 

○卓話「東三河の今と未来」 

佐原光一豊橋市長 

こんにちは。

ご紹介頂き

ました佐原

でございま

す。豊川の

方にも大変

お世話にな

っておりま

す。日々、

申し上げておりますが、豊橋だけの豊橋では

ない、東三河の一員としての豊橋であると考

えていかなければいけない。そうすることが、

ひいては豊橋のためになると思っております。 
本日は、東三河という切り口で、私共の豊

橋、そして皆様の豊川、そして上流域、下流

域と言われますが、豊川をひとつの命の川と

してみた時のこの東三河の中でどんなことを

考え、どんなふうにしていこうか考えたこと

を皆様にお話をさせて頂きたいと思います。 
1 月に豊橋で行なわれました東三河５市・

２郡町村会長を囲む新春懇談会があり、新聞

等に豊川市長さんが「中心は豊川」とか小坂

井町長さんが「小坂井駅を総合駅に」と言っ

た事がすぐに新聞の見出しになってしまうの

が、この地域の現状なのかと思いました。私

の捉え方は必ずしもそうではなく、豊川は東

三河の地理的に真ん中にあるので、それを活

かした発展の仕方があるだろう。小坂井のよ

うな地域は、豊橋駅が大雨で使えなくなった

時など、もう一つの地域の拠点駅になるので

はないだろうか。それぞれの地域の特徴を捉

えてのお話であったと思います。それぞれの

地域の個性を認めながらも一体となって取り

組むことによって、より大きな成績をあげる

ことができるものや、最初から一緒になって

やること、個々の個性を伸ばしたらよいもの

などがある。そんなことを学んでいかないと

いけないと思います。その中で、私が豊橋に

対して不満に思っていることは、たぶん東三

河全体にも当てはまるかもしれませんが、こ

の地域にとても良いもの、たとえば美味しい

食べ物があったり、綺麗な景色があったり、

とても居心地の良い空間があったりしても、

東三河の人たちは、東京や大阪に出掛けて行

ったときに、自分たちの地域の良さを自らの

口で語ることが非常に少ないことです。だい

たい卑下することが多いように思います。私

が勤務した地域で見てみますと、九州の方は

上手いものがあるとすぐ自慢してくれます。

堂々と自慢されます。東北の方は少しシャイ

でなかなか言われませんが、しばらくすると

「人には言えない」と言いながら美味しいも

のを教えてくれます。豊橋の方は最後まで言

わないですね。大正軒のだんごだって、豊橋

の甘酒だって、東京ではあんなに美味しいも

のはありません。もったいないです。だから

良いところをみんなで探して、自信と誇りを

持って言える、そんな東三河になってほしい

です。 
東三河の中心は、やはり豊川です。忘れて

はいけないことですが、今豊川水系では豊川

の水が足りなくなると天竜川から分けてもら

っています。毎年必ず。豊川の恵みだけでは

なく、実は天竜川の恵みも頂戴しながら生活

しているのです。そして、その豊川の水を未

来永久に私たちの生活の基盤として使えるよ

うにするためには、上流域の発展が何よりも

欠かせないことなのです。上流域が実は私た

ちの生活の基盤になっているということに想



 82 

いを馳せておいて頂きたいと思います。そし

て、私たちが市の政策を色々と考える時には、

上流域のことを忘れてはならない。上流域を

活かす産業、一緒に育っていくことができる

産業、そしてそれぞれの個性を際立たせるこ

とができる産業、そんなことに意識を置きな

がら、私たちはやっていかないといけない。

そうしておくことが、現在の経済不況を乗り

切った先、世界や日本、そして、この地域が

再びジャンプアップするときの非常に大きな

キーワードになるのではないかと考えており

ます。そんな予算編成もしていきたいと思っ

ております。 
東三河は５市３町１村です。これが一体に

なって発展していこうということです。地域

にそれぞれ特徴がありますので、特徴を活か

していきたいと考えています。そんな時この

地域で一番残念に感じることは、農業で言い

ますと、農産品はたくさんある。だけど加工

したり、ブランドをつくったりすることは苦

手だということです。たとえば、豊橋や豊川

で盛んに作られている大葉ですが、これをペ

ーストなどにした後、加工したりすると浜松

に負けちゃったりします。また、次郎柿は東

三河が産地です。次郎柿は甘柿なのですが、

浜松にはわざわざこれを干し柿にして売ると

いう工夫をして売っている人たちがいます。

かなり頑張っているようです。さらに、渥美

半島では良いアサリが取れます。そのアサリ

を串にさして干したものがありますが、現在、

東三河でこれを商品として売っている会社は

ありません。佐賀や千葉では商品化し大いに

商売をしています。素晴らしいものなのに、

東三河の人はこれを工夫して特産品にするの

が苦手でもったいないと思っています。生産

技術はあるのに、商品価値を高めることをな

かなかしない。でも最近やっと大葉をつかっ

たヤマサのちくわが出来てきました。地域の

特徴を良いほうの特徴に、この地域にしか出

来ないものを見つけ出して商品化していく、

それを自慢できるようにして、地域の力にし

ていけたらと思っています。それから、静岡

を中心に拡がりを見せているＢ級グルメに対

抗するわけではありませんが、三遠南信地域

が連携してお爺ちゃんお婆ちゃんの作ってく

れたＢ級手作りおやつのような企画が出せた

らと思っています。これぞ地域のうまいもの

だぞといえるようなおやつを出してもらえた

らなと思います。できれば豊橋で今年の秋ぐ

らいに開きたいと思いますが、成果が得られ

たら、東京事務所を拠点に活動のネタに出来

たらと思っております。 
東三河の地域競争力の向上を目指して、共

通の技術向上によって全体の底上げをして、

レベルアップして、この東三河という製品の

商品価値を高めること。もちろん産学官が連

携して、いろんな加工技術、品質管理技術、

そんなものを磨いていきたい。そして東三河

が一緒になって強くなっていく。地域の共通

ブランドを生み出す。そんなことを進めてい

く必要があります。例えば、豊川稲荷だけで

なくて、他のこの地域にある神社仏閣とか歴

史的なものを組み合わせて一つのパッケージ

として売り出していく。豊橋の動物園と竹島

の水族館をくっ付けるとか、いろんな組み合

わせがあるだろうと思います。東京事務所を

拠点にアンテナショップをやっていきたいし、

海外には、三河港からみんな一緒になって輸

出して市場を開拓していこうと思っておりま

す。 
上下流が一体となった商品開発ということ

で考えてみた場合、将来やはり環境の話につ

いて考えておかなければならないと思います。

豊橋市は上流地域の森林を保全するために、

間伐材の利用を進めるための取り組みをこの

３月補正からいろいろと進めていこうとして

います。その一つとして賀茂や石巻地域など

比較的寒い地域の学校の教職員室のストーブ

をペレットストーブにしてみようと思ってい

ます。結果が良ければ、施設園芸も重油焚き

をやめてペレットボイラーの導入を考えてい

こうと思っています。ペレットストーブは間

伐材を使います。東三河で、このペレットに

取り組んでおられるのは、豊根村しかありま

せん。豊根村では公共施設の暖房はペレット

ストーブです。そして燃料として使うペレッ

トの生産もやっています。だいたい年間 1000
トンぐらい出荷能力があるように伺っており

ます。1 キロ４２円ぐらいです。灯油と比べ
ると熱量当たりのコストが若干高いです。1
円当たりのカロリーが３分の２ぐらいになり

ます。しかし、灯油や重油が値上がりすれば

コストは合います。奥三河の森林を守るため

に間伐をしたものでペレットを作ってストー

ブで利用する。山口県の方では、冷暖房の熱

源（ガス冷暖房のように）としての使用にも

取り組んでおられます。いずれそんな時代が

来るかと思っています。それに備えて東三河
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で連携して、このようなサイクルを廻してい

くための基盤づくりをしていけたらと思って

います。その取組みの第一歩として、ペレッ

トストーブを使って、改善などを図っていこ

うと思っています。 
褒めるのが苦手な穂の国の皆さん。豊川は

「かわいいさかなやさん」の作曲者の山口保

治さんの出身地ですし、特集イベントもやら

れましたよね。豊橋は、自分の地域の偉人を

褒め続けることが苦手なんです。田原は渡辺

崋山先生です。話は少し飛びますが、「ふるさ

と」という曲がありますね。あの曲は、作詞

された方が長野の方で、作曲が鳥取の方なの

です。長野では、「ふるさと」を作詞した方の

記念館が建っています。そこには作曲された

鳥取の方のことも書いてあるのです。偉人を

地域でずっと褒め称える。それは大事なこと

だと思います。豊橋にも素晴らしい方は大勢

いらっしゃるのです。道徳や歴史の授業で勉

強する機会が少なくなっていますが、もっと

地域の先人のことを学ぶべきだと思いますし、

そうしたことが地域に誇りを持ち、褒め称え

るベースになると思います。豊橋動植物公園

に関して言えば、ちょうど今“旭山動物園物

語”という映画をやっていますが、旭山動物

園の園長さんは、豊橋に来られて、ヒントを

得て帰られています。横浜のズーラシアの動

物園も、豊橋を真似て造られています。豊橋

動植物公園って本当はすごい動物園なんです。

それなのに、豊橋の皆さんは「つまらない」

って言われるんですね。みんなが本当に良か

ったと言わないとだめだと思います。美味し

いものも同じです。穂の国の良さをもっと発

見して頂きたいと思います。私は、三河湾の

夕日の景色だってすごいと思いますが・・・。

みんながそのように思ってくれるかどうかは、

やはりこれからこの地域が一緒になって自ら

良いところを発見し、それを発信していくこ

とだと思います。 
最後に当たり、皆様にお願いしたいことが

あります。これからの東三河は豊橋や豊川が

中心になって引っ張っていかなければなりま

せん。引っ張っていくためには、自分たちの

地域の良さを発見して、自分たちの声で、自

分たちのことばで発信していって頂けたらと

思います。そういったことのお願いに本日は

参りました。豊川も豊橋も自分のことをよく

言うのが苦手だと思います。それでは今の地

域間競争を生き抜くことができません。もち

ろん良いと言うからには製品の良さが大切で

すが、それを良いと紹介しない限りは、初め

て手にする人にはその製品の良さをわかって

もらえません。地元の人たちが一番良く知っ

ていますので、地元の人たちの正しい言葉と

して発信してほしいのです。それが、この地

域が一緒になって頑張っていける原動力にな

るのではないかと日々思っております。是非、

皆様方の街でも実践して頂けたらと思います。

本日はありがとうございました。豊橋にお越

しの時には、ぜひ豊橋市役所にもお立ち寄り

下さい。13階の展望台は見晴らしが良いです。
豊川の街もよく見えます。ご静聴ありがとう

ございました。 
 

★ニコニコボックス 

◎その他 
大岩一仁会員 初孫が誕生しました 
大沢茂樹会員 佐原市長さんありがとう 
鈴木啓仁会員 誕生日を祝って頂き 
永田恵照会員 結婚記念日を祝って頂き 

 小野喜明会員 子ども音楽祭協賛の御礼 
 杉浦節子会員 ﾆｺﾎﾞｯｸｽ破損のおわび 
 

ロータリー情報 
 
本年度 2008 年 12月 31日までの結果につ
いて（抜粋） 
  

2008年 8月以来はじめて、2008年 12月   
に国際ロータリー（ＲＩ）とロータリー

財団の両方において好ましい投資結果が

見られました。本会計年度 12月までに、
ＲＩには 1,900 万ドルの投資損失、財団
には 1 億 5,900 万ドルの損失が出ていま
すが、このほとんどは含み損（未実現損

失）であり、ひとたび市場が回復すれば

状況は好転すると思われます。クラブ会

費からの収入は予算を若干上回ってお

り、財団へのロータリアンからの寄付も

昨年度と比べ 300 万ドル増えています。
ＲＩと財団の運営費はほとんどの分野で 
予算を下回る好ましい状況を維持してお

り、この状況は本会計年度末まで持続す

ると見込まれています。 
エド・フタ（布田） 事務総長 

インターネット速報より 
会報担当者：太田稔会員、樅山修一会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


